
 

【整形外科疾患情報 No.13】 

【整形外科疾患情報のバックナンバーは播磨病院のホームページ 

http://www.harima-hp.jp/main.htm からご覧いただけます。】 

骨粗鬆症⑤ 男性の骨粗鬆症男性の骨粗鬆症男性の骨粗鬆症男性の骨粗鬆症 

 

 骨粗鬆症は女性に多い病気で、特に閉経後はその傾向が強くなります。しかし、

男性の骨粗鬆症も高齢化社会を反映し増加しています。2000 年の推計ではその患患患患

者数は約者数は約者数は約者数は約 230230230230 万人万人万人万人（女性は約 780 万人）と考えられています。 

 

 女性の場合は閉経を期にした急激な骨量の減少が認められますが、男性の場合

は４０から６０歳以降徐々に骨量が減少します（１年で約１％の割合で減少しま

す）。このため７０歳代後半では男性の１８％、８０歳以上では約２０％７０歳代後半では男性の１８％、８０歳以上では約２０％７０歳代後半では男性の１８％、８０歳以上では約２０％７０歳代後半では男性の１８％、８０歳以上では約２０％が骨粗鬆

症であるといわれています。  

 

男性の骨粗鬆症ではその1/2～2/3が明らかな原因がある骨粗鬆症であるといわ

れており、その原因として過剰な飲酒、喫煙、薬によるもの、内科的な疾患（腎過剰な飲酒、喫煙、薬によるもの、内科的な疾患（腎過剰な飲酒、喫煙、薬によるもの、内科的な疾患（腎過剰な飲酒、喫煙、薬によるもの、内科的な疾患（腎

不全、胃・肝臓疾患、呼吸器の疾患、糖尿病などの内分泌疾患など）不全、胃・肝臓疾患、呼吸器の疾患、糖尿病などの内分泌疾患など）不全、胃・肝臓疾患、呼吸器の疾患、糖尿病などの内分泌疾患など）不全、胃・肝臓疾患、呼吸器の疾患、糖尿病などの内分泌疾患など）があげられ

ています。これらに該当する方は注意が必要です。 

  

 男性の骨粗鬆症による骨折は、女性に比べればその頻度は少ないのですが骨折

が生じた場合はその予後が悪いと報告されています。平成１５年の報告では股関

節の骨折による死亡率は女性では７～８％であるのに対し、男性では１２～１

４％と約２倍になっています。 

 

 診断は女性と同じで骨量の測定を行い、若い人の平均値の約７０％以下であれ

ば骨粗鬆症と診断されます。女性の方は検診などで骨量の低下を指摘され、無症

状のうちに治療を開始される方が増えていますが、男性の場合は骨粗鬆症の検診

もなく骨折が生じてはじめて骨粗鬆症と診断される場合が多いのが現状です。  

 

治療としては女性の骨粗鬆症同様まずは食事、運動、転倒予防などの一般的な

生活上の注意が必要です。また薬物治療が必要となり、女性の骨粗鬆症で使用し

ている薬（ビスフォスフォネート製剤、活性型ビタミン D３）が有効といわれてい

ます。 

  

 骨密度の測定を希望される方や、骨粗鬆症に関して質問のある方は整形外科医

師に気軽にご相談ください。 

                            （文責 古川） 
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